
1

平成２８年１０月２８日

各 位

会 社 名 日本アビオニクス株式会社

代表者名 代表取締役執行役員社長  秋 津 勝 彦

（コード番号６９４６ 東証第二部）

問合せ先 経営企画本部経理部長    榎 本  実

 （TEL  ０３－５４３６－０６００） 

平 成 ２９年 ３月 期 業 績 予 想 の修 正 ならびに特 別 損 失 の計 上 に関 するお知 らせ

当社は、平成２８年７月７日に平成２９年３月期の通期業績予想数値を未定として公表しておりま

したが、下記のとおりといたしましたのでお知らせいたします。また、特別損失の計上について、 

併せてお知らせいたします。

記

（単位：百万円、％）

１．平成２９年３月期連結業績予想数値の修正 （平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日） 

売 上 高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益（円）

前回発表予想 （Ａ） ― ― ― ― ―

今回発表予想 （Ｂ） ２１，０００ ０ △１００ ２，０００ ７０．８０

増減額 （Ｂ－Ａ） ― ― ― ― ―

増 減 率 ― ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 

(平成 28 年 3 月期) 
２２，９２０ ５７４ ４７９ １１５ ４．１０

２．業績予想修正の理由 

平成２９年３月期の連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の実績ならび

に第３四半期以降の事業動向および受注状況を踏まえ、算定しております。 

売上高、営業利益および経常利益につきましては、防衛市場で国内調達が減少している影響、

赤外線機器の市場低迷およびプリント配線板事業の移管を考慮し、また、親会社株主に帰属す

る当期純利益につきましては、物件収去に伴い特別利益として計上する東海旅客鉄道株式会社

からの受取補償金や、下記３．の特別損失の計上および法人税等の影響を考慮して業績予想を

算定しております。

３．特別損失の計上について 

当第２四半期連結累計期間に特別損失として計上した事業移管損失 10 億４百万円は、プ

リント配線板事業の移管に関わる費用および建物解体等に伴い発生する費用であります。

なお、上記の金額には、平成２８年７月２７日付「特別損失の計上に関するお知らせ」にて

公表いたしました内容を含めております。

（注）上記の予想は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提

に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

以 上


